
日本外交の一翼として

　外務省国際貿易課は、日本の経済外交

を担い、多角的自由貿易体制の維持強化

に日夜取り組んでいます。実際の業務は多

岐にわたりますが、難しい国内調整の末に

自分が作成した対処方針が世界貿易機関

（WTO）で発言された時や、作成に貢献し

た首脳レベルの声明が発出された時には、

微力ながらも日本外交の一翼となれている

ことに胸が熱くなりました。最近では新型

コロナの影響でオンライン国際会議が主流

となり夜遅くまで仕事が続くこともあります

が、日本のために世の中で自分にしかでき

ない仕事がある、という思いで日々精進して

います。

世界の中の日本を意識

　慶應での彩り豊かな経験が、現在の仕事

に繋がる経済外交への関心や日本人として

の矜持を醸成してくれました。米国に交換

留学した際には、激しい米中貿易対立の中

でTPP等経済秩序を粘り強く先導する日

本が評価されている姿を目の当たりにし、

日本の経済外交に人生を懸けたいという思

いが芽生えました。また、10以上の国際交

流プログラムに参加したことで、慶應の恵

まれた環境で社会から投資を受けているこ

とを実感し、日本のため、100年後の国益

のために働きたいと思い、気が付けば外務

省の門を叩いていました。

校舎を追い出されても!?

　尊敬する友人と「考え抜いた経験」は、

今でも自身を支える思考体力の源です。日

吉では英語ディベートのサークル活動に力

を入れ、答えのない問を夢中になって考えま

した。法学部は3、4年次でのゼミ活動が

充実しており、毎週ゼミの前日には校舎か

ら追い出されても国際経済法の判例を片手

に議論を重ね、徹夜で2限の授業に駆け込

んだのは甘酸っぱい思い出です。

なぜ大学にいくのでしょうか。

　部活や塾からの帰り道に一度、なぜ大学

にいくのか、考えてみてください。ひとつひ

とつの行動に意義をもたせることで自分で

は想像もしなかった濃密な時間を過ごすこ

とができると思います。考えて進んだ先に

慶應義塾大学法学部があったとすれば、そ

こでの時間や出会いはあなたの人生の至宝

になる、と自信をもってお伝えしたいです。

外務省

小林沙衣 さん
（こばやし さえ）

法律学科 2020年卒業

サークルや
ゼミで
鍛え上げた
“思考体力”
が武器に
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答えを求めて

　まず現場へ。大学4年間、そして入社し

て10年間、私の変わらないスタイルです。

　なぜ戦争はなくならないのか。なぜ政治

家は人々が反対する政策を進めるのか。な

ぜ誰かを差別する人がいるのか―。この

答えが知りたいと、私は法学部政治学科に

入りました。そこでの4年間は、福島から出

てきた自分の視野を広め、考えを深めるチャ

ンスをくれました。

頭とカラダで学んだ日々

　政治や法律に限らず、歴史、文化、教職

など興味をもった授業は可能な限り履修し

ました。高校の教科書に書かれたことや世

の中で「常識」と考えられていることは、見

方を変えると少し違って見えてくる―。そ

んな興味深い授業に、胸が高鳴る毎日で

した。

　教室での授業や読書だけでは飽き足ら

ず、私は多くの現場に行きました。南米や

フィリピン、ミャンマーにルーツをもつ子ど

もたちの学習支援に通い、タイ語の勉強の

ためにタイ料理店でアルバイトをし、長期

休みは東南アジアにバックパックに出かけ

ました。国会議員の事務所でインターンを

したり、米軍基地の問題に疑問をもって沖

縄に行ったりしたことも。できることは手当

たり次第挑戦し、友達とはグラス片手に朝

まで語り合いました。

なぜ？
の旅は仕事に続く

　それでもなぞは解けません。卒業しても

この問いに向き合いたいと考え、新聞記者

を志しました。現場に行き、人の話を聞く。

まずはストーリーを決めつけず、相手の立

場にたって物事を見つめてみる。すると、新

しく見えてくるものがあります。事件の容疑

者が抱えていた問題に目を向けてみたり、

外交的に対立する国の事情を探ってみた

り。大学で学んだことは、記者の仕事への

向き合い方にそのまま生きていると感じて

います。

　振り返れば、中高生の頃に参加した国際

交流の活動から、「なぜ」に向き合うきっか

けをもらったと思います。卒業から10年。

大学で出会った友人たちは様々なフィール

ドの最前線で、それぞれの思いを貫いて活

躍しています。そんな姿に励まされつつ、私

はこれからもとことん「なぜ」を追って現場

を歩きたいと思っています。

まず現場へ

朝日新聞社　社会部
記者

畑 宗太郎 さん
（はた そうたろう）

政治学科 2011年卒業

活躍する卒業生
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大学院への進学
Graduate School

大学卒業後、法律・政治に関する高度な専門教育を受けようとする場合には大
学院法学研究科へ、弁護士などの法曹をめざす場合には法務研究科（ロース
クール）へ進学し、さらに学問を深めることができます。法学研究科は、民事法
学、公法学、政治学の3つの専攻分野があります。

　大学院修士課程（2年）は、研究者や

高度の専門的知見を要する職業に就く

ために求められる能力を培うことを目的

とした課程です。

　修了後は就職するか、後期博士課程

（3年）に進学し研究を続けるのが一般

的です。

　修士課程を修了した学生の多くは、一

般企業に就職しています。後期博士課程

を修了した学生は、大学教員や研究者

のほか、各種研究機関の職員や国際公

務員になる者もいます。

　大学院法学研究科修士課程には一般

の大学院課程に加え「専修コース」も設

置されています。今日、様々な分野で、よ

り高度な専門的知識を持つ人材が必要

とされています。実社会の要請に応える

ものとして設置されたものです。

　政治学専攻修士課程に設置されてい

る「公共政策」と「ジャーナリズム」、

公法学専攻修士課程に設置されている

「宇宙法」の専修コースがあります。

　大学院に進学するにあたって、通常の

入試の他に、推薦入試制度があります。

これは本塾法学部第4学年に在学する

成績優秀な学生に対して修士課程入学

試験の第一次試験を免除するものです。

　宇宙開発利用は、1957年に始まった比較的新しい活動ですが、市民生活の安全・利便性向上、地
球規模課題への取組み、安全保障向上などさまざまな側面において、いまや地球社会運営の不可欠の
基盤に成長しています。その結果、宇宙に特有の法律上の課題も浮上しました。そこで、宇宙を対象と
する広範な業務に携わることを目指して、宇宙法専修コースでは、ロケットや衛星の地上落下などに起
因する第三者賠償、宇宙ゴミ問題、軌道上の衛星に担保権的権利を設定する場合の地上とは異なる
問題点、宇宙保険、衛星の輸出管理、宇宙観光問題など宇宙活動についての法律問題を学びます。
　先輩のなかには、民間ロケット打上げに携わる人もいます。また、衛星リモートセンシングや衛星通
信関係法人に勤務する人もいます。宇宙を対象とするビジネスに広く興味のある人向けのコースです。

　公共政策専修コースの目的は、将来、政治家や公務員を目指す人だけでなく、広く公共的な問題の
解決に向けて活動しようとする人びとに対して、政治学的な視点から公共政策の見方・考え方を習得
してもらうことにあります。したがって実務的な専門能力を重視するいわゆる公共政策大学院とは異な
り、政治学というアカデミックな視点から公共政策の修士論文を作成するのが必修となっています。
　将来のキャリア形成に役立つだけでなく、どの世界でも通用する人材を育てます。

　ジャーナリズム専修コースは、優れたジャーナリストの育成を目的に設置されました。優れたジャー
ナリストとは、旺盛な好奇心、そして豊富な情報や知識をもち、それらをもとに適切な判断を行い、社
会に役立つ情報、すなわち社会の諸問題に関する報道・解説・論評を世に問う人たちを指します。
　修士論文を執筆することを通して、ジャーナリズムだけでなく、重要な社会問題についての視点を学
ぶこともできます。文章力を磨いたり、メディアの実状を知ることのできる、実践的な科目の履修もでき
ます。
　ジャーナリズムやマス・コミュニケーションを専攻するスタッフが、工夫を凝らした熱心な指導を行い、
これまで数多くのジャーナリストがこのコースから巣立っていきました。

法
学
研
究
科
へ
の
進
学

宇宙法
専修コース

公共政策
専修コース

ジャーナリズム
専修コース

専
修
コ
ー
ス
紹
介

2022年
司法試験の大学院別
合格者・合格率

合格者 上位5校 （人）

京都 119

東京 117

慶應義塾 104

早稲田 104

一橋 66

合格率 上位5校 （%）

京都 68.0

東京 60.9

一橋 60.0

慶應義塾 57.5

東北 56.3
＊予備試験合格者は除く、合格率では受験者数10人未満を除く
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　裁判官、検察官、弁護士になるなんて勉強嫌いな自分には無理、そう思っていませんか？

　勉強が大変なことは否定できませんが、慶應義塾大学ロースクールは日本最高峰の先生方の講義、卒業生

の方々によるバックアップなどにより、司法試験合格のための自信を得られる場所です。大学4年間はサーク

ル活動に浸かりきっていた私ですが、ロースクールでは同じ志を持つ仲間と司法試験に向け日々切磋琢磨に

努めています。もちろん、おいしいスイーツを食べたり好きな音楽についておしゃべりをしたりと学生生活には

楽しいこともたくさんありますよ。

　法律の世界って面白いな、と思った時には、みなさんの将来の選択肢のひとつにロースクール進学を加え

ていただけると嬉しいです。

法
務
研
究
科
へ
の
進
学

　法科大学院は、法曹（弁護士、検察官、
裁判官）に必要な学識及び能力を培うこと
を目的とした専門職大学院です。修了すると
司法試験の受験資格と法務博士（専門職）
の専門職学位が取得できます。
　慶應義塾大学法科大学院は、理論と実務
の架け橋という法科大学院の理念に加えて、
国際性、学際性、先端性の3つを教育理念
として、21世紀社会を先導する法曹を養成
します。
　具体的には、法学未修者コース1年次で
集中的に基礎的な法的素養を身につけ、2
年次、3年次で応用的な法的思考力を養成
し、各自の専門性に磨きをかけます。

入学定員：220名
［法学未修者コース（3年制）］　約50名
［法学既修者コース（2年制）］　約170名

https://www.ls.keio.ac.jp

 カリキュラム 

必修科目
　「法律基本科目」と「法律実務基礎科目」
から編成される必修科目群は、司法試験に
おいて重要視されると考えられ、法曹として
も必須の法律知識を養う科目群です。法律
的な基礎力と応用力を磨くために、独自の
オリジナル教材を開発しています。

選択科目
　基本的な法律知識を徹底的に身につける
必修科目群に加え、多彩な広がりと専門的
な深みを兼ね備えた選択科目群です。基礎
法学・隣接科目のほか、展開・先端科目と
して8つの領域（公法系、民事系、刑事系、
社会法系、国際系、学際系、外国法基礎系、
グローバル系）で多彩な専門科目を展開し
ています。

ワークショップ・プログラム
　必修科目群と選択科目群の頂点に位置

づけられる「ワークショップ・プログラム
（WP）」では、企業法務、金融法務、知的財
産法務などの各分野の第一線で活躍する実
務家教員と、先端研究を行っている研究者
教員の指導のもと、実践的かつ総合的な教
育を受けることができます。

法曹養成専攻［法科大学院（ロースクール）］

グローバル法務専攻（LL.M.）

　グローバル法務専攻（LL.M.コース）は、
グローバル・フィールドで活躍するグローバ
ル法曹・グローバル法務専門職を養成する
ために、英語を使用言語として、原則1年間
（パートタイムで1.5年または2年）で学位
を取得することができる専門職大学院です。
完全セメスター制で、4月入学と9月入学の
選択が可能です。
　定員30人の少人数教育を徹底し、世界各
国から国際的なバックグラウンドを持った学
生が集まる環境の中で、すべての授業を英
語で実施します。教員も、日本で活躍するア
メリカ人弁護士や渉外法務の第一線で活躍
する日本人弁護士など実務家教員を中心に

構成されています。

 カリキュラム 

　カリキュラムは、9つの科目群からなり、
日本やアジアの法制度について習得し、英
語で発信する能力を身につけつつ、最先端
のグローバル・ビジネス法務やグローバル・
セキュリティー法務を学び、かつドラフティ
ング・交渉・仲裁・模擬裁判などの実務トレー
ニングを受けるというチャレンジングなもの
となっています。

 留学など 

　アメリカ、アジア、オーストラリアなどの環
太平洋諸国との提携を推進し、短期の海外
研修や半年の留学制度、ワシントン大学（シ
アトル）やハノイ法科大学、ホーチミン市経
済法科大学等とのダブル・ディグリー制度な
どを用意し、海外での拠点形成・ネットワー
ク形成を支援します。

法曹コース科目を含む所定の法律学科
の科目を優秀な成績で単位修得した法
学部生について3年で学部を卒業し、法
曹養成専攻の法学既修者コースに入学
を認める制度です。

法学既修者コース特別選抜入試制度

渉外法律事務所、グローバル企業法務
部、国連等国際機関など。

修了後は、司法試験、司法修習を経て、
主に裁判官・検察官・弁護士等として
活躍することになります。

進 路

進 路

ロースクールのススメ 法科大学院 修了
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法学部の入試制度等
Entrance Examination

法学部では経験を異にする学生たちが互いに切磋琢磨しあう環境の中でこそ、法
律学や政治学の修得がより実り豊かなものになると考えています。そのため、さ
まざまな個性を持った学生が集まるよう入試制度の多様化を図っています。
※詳細については、一般選抜要項や各入試の募集要項、慶應義塾大学ウェブサイトの入
学案内ページを必ずご確認ください。

指定校による推薦入学

指定校からの学校長推薦に基づく推薦入学制度です。学業
以外にも優れた実績を持つ、個性豊かな学生を求めています。
例年6月頃に、推薦を依頼する高等学校宛に募集要項等を
送付しています。詳しくは、高等学校の進路指導の先生に確
認してください。出願は11月頃です。

一般選抜

筆記試験の得点で学力をはかろうとする入試制度です。
多くの学生がこの方式で入学しています。

　日本への留学を決めたのは高校2年生

の時でしたが、そもそも大学へ進学する

か専門学校に進学するかも決めていませ

んでした。慶應義塾の法学部をめざすよ

うになったのは、高校卒業後の語学研修

の時です。政治学分野では研究・教育両

面において、慶應義塾が日本を代表する

大学の一つであることはすぐにわかりま

した。

　法学部政治学科の魅力は学びの幅広

さだと思います。私も今は大学の教壇に

立っており、いくつかの大学で教えてきま

したが、ここまでカリキュラムが充実した

大学は日本では非常に限られています。

中でも私が最も力を入れたのはデータ分

析（統計情報処理など）の授業でした。

当時はデータサイエンスのブームが到来

する前だったこともあり、少人数の授業で

した。ゼミに所属していなかった私にとっ

ては、先生からきめ細かな指導を頂く貴

重な場でした。統計学の政治学への応用

は今となっては私の専門です。現在も政

治データ分析やデータサイエンスを教え

ており、当時の先生方とは今は仲間とし

て研究を進めております。

帰国生・IB入試

海外の高校出身者や、日本国内で国際バカロレア資格（IB 
Diploma）を取得した者を、法学部の国際化の視点から受け
入れようとする入試制度です。あわせて法律学科10名、政治
学科10名の募集があります。

塾内進学

慶應義塾では一貫教育によって、多彩な学生を育んでいます。
こうした学生を慶應義塾が設置する五つの高校（高等学校 / 
女子高等学校 / 志木高等学校 / ニューヨーク学院 / 湘南藤
沢高等部）から受け入れているのが塾内進学です。

留学生入試

海外の中学校および高校出身の留学生が対象の入試制度で
す。例年、募集要項発表は6月下旬、出願期間は10月下旬で
す。法律学科10名、政治学科10名の募集があります。

FIT入試

FIT入試は、この学生を「教えてみたい」という法学部教員と、
第一志望で慶應義塾大学法学部法律学科・政治学科で「勉
強したい」学生との良好な相性（fit）を実現しようとする法学
部独自の入試制度です。FIT入試（A方式、B方式）では、主
体性、社会性、想像力、コミュニケーション能力など、積極的
に社会で活躍し、発信する能力を評価します。

関西大学総合情報学部
准教授

宋 財泫 さん
（そん じぇひょん; SONG JAEHYUN）

大韓民国（ソウル）出身
政治学科 2012年卒業（2006年入学）
神戸大学大学院法学研究科 2018年修了

留学生入試
卒業生インタビュー

1

5

3

4

6

2

慶應義塾大学入学センター
〒108-8345 東京都港区三田2-15-45　
TEL：03-5427-1566
入学案内ページ　 https://www.keio.ac.jp/ja/admissions/

問合せ
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奨学金制度
Scholarship Options

慶應義塾大学では、創立者福澤諭吉の「天は人の上に人を造らず、人の下に人
を造らず」の精神のもと、教育の機会均等を図るため、多くの方々のご協力を
いただきながら、学生への支援を積極的に行っています。

経
済
支
援

海
外
学
習
支
援

入
学
後

学
業
支
援

入
学
前

学 内 学 外

慶應義塾大学給費奨学金

指定寄付奨学金（育英型）

慶應義塾維持会奨学金

民間団体・地方公共団体奨学金

文部科学省　トビタテ！留学JAPAN

留学のための奨学金（各プログラム）

指定寄付奨学金（留学支援）

慶應義塾大学 創立150年記念奨学金
海外学習支援

学問のすゝ め奨学金

国による「高等教育の修学支援新制度」
［高校予約採用］

慶應義塾大学修学支援奨学金

指定寄付奨学金（経済状況重視型）

国による「高等教育の修学支援新制度」
［在学採用 / 家計急変時の採用］

日本学生支援機構奨学金
［高校予約採用］

民間団体・地方公共団体奨学金

日本学生支援機構奨学金
［無利息・有利息］

日本学生支援機構奨学金
［短期留学 有利息］

日本学生支援機構奨学金
［海外 有利息］

日本学生支援機構奨学金
［緊急採用 無利息 / 応急採用 有利息］

給 付 型 貸与 型
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共通科目の先生（語学・人文科学・自然科学）

英語　   

教授 鈴木 透 アメリカ文化研究 / 現代アメリカ論

 横山千晶 19世紀イギリス文学および文化

 奥田暁代 アメリカ文学 / アメリカ研究

 熊代敏行 認知言語学 / 日本語学

 篠原俊吾 言語学

 常山菜穂子 アメリカ演劇文化研究

 大和田俊之 アメリカ文学 / ポピュラー音楽研究

 佐藤元状 イギリス文学 / イギリス映画研究

 ヘンク，ニコラス 古代ローマ史 / 現代中央アメリカ政治

 有光道生 アメリカ文学 / 比較文学 / 人種理論

准教授 近藤康裕 イギリス文学 / 文化研究

 大野真澄 応用言語学

 古賀裕章 言語学（認知・機能類型論）

 平沢慎也  言語学（英語学・認知言語学）

専任講師 永嶋 友 イギリス文学

 星野真志 20世紀以降のイギリス文化と社会

ドイツ語　   

教授 許 光俊 芸術 / 文学

 三瓶 愼一 ドイツ語学 / 現代ドイツ研究

専任講師 橘 宏亮 近代ドイツ文学

フランス語　  

教授 大出 敦 19世紀フランス文学（ステファヌ・マラルメ）

 笠井裕之 20世紀フランス文学

准教授 楢橋・アンリ ナタリー 日本文学（大正期・昭和初期の女性作家）

 岩下 綾 16世紀フランス文学（フランソワ・ラブレー）

 綾部麻美 20世紀フランス詩

専任教師 村上由美 19世紀フランス詩

中国語　   

教授 安田 淳 現代中国の安全保障

 林 秀光 現代中国政治

 磯部 靖 現代中国政治

准教授 島田美和 中国語 / 地域文化論

朝鮮語　   

教授 礒﨑敦仁 北朝鮮政治

スペイン語　  

教授 大久保教宏 ラテンアメリカ史 / キリスト教史 / 宗教学

 本谷裕子 ラテンアメリカ研究（メソアメリカ） / 

  文化人頬学 / 民族服飾学

 折井善果 スペイン文献学 / 比較思想史

専任講師 浜田和範 ラテンアメリカ文学

ロシア語　   

教授 熊野谷葉子 ロシア民俗学 / ロシア文化

アラビア語　  

専任講師 大隼エヴァ アラビア語 / 言語学

歴史　   

教授 片山杜秀  近代日本の思想と文化

物理学　   

教授 下村 裕 力学 / 流体物理学 / 乱流の統計理論

 小林宏充 プラズマ物理 / 流体力学

 杉本憲彦 地球物理学 / 気象学 / 地球流体力学

助教 森本睦子 宇宙工学 / ミッションデザイン / 軌道設計

生物学　   

准教授 小野裕剛 発生生物学 / 分子遺伝学

専任講師 坪川達也 分子神経生物学 / 発生生物学

 林 良信 昆虫社会学 / 進化ゲノム学

化学　   

准教授 志村 正 有機金属化学 / 高分子化学 / 電気化学

専任講師 土居志織 酵素化学 / 応用微生物学

心理学　   

専任講師 田谷修一郎 実験心理学（知覚・認知）

共通科目
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法律学科・政治学科の先生

憲法　   

教授 小山 剛 憲法

 駒村圭吾 憲法 / 言論法

民事法　   

教授 北澤安紀 国際私法

 武川幸嗣 民法

 田髙寛貴 民法

 君嶋祐子 知的財産法

 丸山絵美子 民法

准教授 岩川隆嗣 民法

刑事法　   

教授 太田達也 刑事司法 / 被害者学 / アジア法

 亀井源太郎 刑事法

 オステン, フィリップ 刑法 / 国際刑法 / 司法制度論

 佐藤拓磨 刑法

准教授 薮中 悠 刑法

商法　   

教授  鈴木千佳子 商法

 杉田貴洋 商法

 柳 明昌 商法

 松元暢子 商法

民事手続法　  

教授 大濱しのぶ 民事訴訟法 / 民事執行法

専任講師 金 美紗 民事訴訟法

行政法　   

教授  青木淳一 行政法 / 公益事業法

租税法　   

教授 吉村典久 租税法 / 国際租税法

環境法　   

教授 戸部真澄 環境法

社会法　   

教授 田村次朗 経済法 / 国際経済法

 内藤 恵 労働法 / 社会保障法

国際法　   

准教授 武井良修 国際法 / 海洋法

専任講師 尹 仁河 国際法

外国法　   

教授 前田美千代 ラテンアメリカ法

法哲学　   

教授 大屋雄裕 法哲学

法制史　   

教授 岩谷十郎 日本法制史

 出口雄一 日本法制史

准教授  薮本将典 西洋法制史

政治思想　   

教授 堤林 剣 近代政治思想史

 田上雅徳 西欧政治思想史

 大久保健晴 東洋政治思想史 / 比較政治思想史

政治・社会　  

教授 麻生良文 公共経済学 / 財政学

 河野武司 現代政治理論（合理的選択，民主主義） / 

  計量政治分析

 澤井 敦 現代社会理論 / 社会学史 / 死の社会学

 塩原良和 社会変動論 / 多文化主義（多文化共生）論

 竹ノ下弘久 社会階層論 / 社会学

 山腰修三 マス・コミュニケーション論 / 政治社会学

 烏谷昌幸 ジャーナリズム論 / 政治社会論

 大林啓吾 アメリカの司法と政治

准教授 築山宏樹 政治過程論 / 政治理論基礎

 笠井賢紀 地域社会論 / 質的社会調査法（生活史法）

 小田勇樹 行政学 / 公共経営 / 公務員制度

日本政治　   

教授 玉井 清 近代日本政治史（政党，選挙，メディア）

 小川原正道 日本政治史 / 日本政治思想史

 奥 健太郎 近現代日本政治史

准教授 松浦淳介 現代日本政治論 / 立法過程論

専任講師 長野 晃 政治哲学 / 政治思想史

客員教授 増山幹高 立法過程論 / 計量政治分析

地域研究・比較政治　  

教授 高橋伸夫 中国現代政治史

 出岡直也 現代ラテン・アメリカ政治論 / 

  ラテン・アメリカ政治史

 岡山 裕 アメリカ政治・政治史

 粕谷祐子 途上国比較政治 / フィリピン政治 / 政治制度論

 杉木明子 現代アフリカ政治 / 国際関係論

 小嶋華津子 現代中国政治

 大串 敦 ロシアおよびその他の旧ソ連諸国の政治

 錦田愛子 現代中東政治 / パレスチナ研究 / 

  移民・難民研究

国際政治　   

教授 山本信人 東南アジア地域研究

 細谷雄一 外交史 / 国際政治学

 宮岡 勲 国際政治理論 / 安全保障研究

 西野純也 現代韓国朝鮮政治 / 東アジア国際政治

 森 聡 現代国際政治

 井上正也 日本外交史

政治学科法律学科




